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首都圏（1都3県）の現況
人口：１都３県33,463,366人

世帯：１都３県13,420,470世帯

面積：１都３県13,556k㎡

総生産：１都３県155兆2432億円

人口密度（kｍ2あたり）
１都３県　　２，４６９人/Km2

全国　　　　　　３５０人/Km2

川崎市　　　８，６５９人/Km2

（平成12年国勢調査結果）

出典：人口・世帯：H12国勢調査　総生産：県民経済計算年報15年版

１都３県：イタリアを上回る

川崎：ほぼ大分、富山、石川県等に相当

(人) (k㎡)

(%)

（百万円）

1980年　 1985年　1990年　　1995年 　2000年

(世帯)

出典：東京都統計書

東京都区部の人口増加率の推移
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南武線

横須賀線
新幹線

東海道線

京王線

小田急線
東急田園都市線

東急東横線

京急線

平成12年国勢調査

人口 1,249,905人

世帯 543,088世帯

人口密度 8,659人/k㎡

川崎市の現況

平成15年10月現在

・人口　　　　129万3千人

・世帯　　　　578,005世帯

・面積　　　　144.35k㎡

・人口密度　　8,962人/k㎡

・市内総生産　4兆6,080億円（平成12年度） 出典：川崎市統計書
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人口の推移・推計

川崎市の年齢３区分人口の推移

10.4％

22.6％(人)

社会保障人口問題研究所のモデルを使用して作成

出典：平成12年度国勢調査

図５　年齢各歳別人口ピラミッド（全市）
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2006年我が国人口ピー

ク、１億２千7百万（社会
保障人口問題研究所）

2015年川崎市の人口ピー

ク、129万（社会保障人口
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市民生活（消費）の現状と課題
川崎市民の消費活動等の行動範囲

＊第一次活動　睡眠、食事等生理的に必要な活動
＊第二次活動　学業、仕事、家事等社会的生活上義務的な性格の強い活動
＊第三次活動　個人の自由に使える余暇的性格の強い時間

大都市住民の生活時間の変化（81年から96年、１日平均）

出典：市民意識実態調査
2003年度

（分）

家計調査による消費支出の割合の変化（都市部）

％

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %

自 然 に 親 し む 近 距 離 行 楽
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観 劇 、 映 画 鑑 賞

音 楽 会 、 美 術 展

趣 味 を 生 か す 講 習 ・練 習

図 書 館 の 利 用

美 術 館 、 博 物 館 の 利 用

レ ス ト ラ ン 等 の 飲 食

シ ョ ッ ピ ン グ ( お 洒 落 品 、 高 価 品 )

ス ポ ー ツ 、 ス ポ ー ツ 観 戦

市 内 市 外

- 3 0

- 2 0

- 1 0

0
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2 0
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4 0

5 0

第 １次 活 動 第 ２次 活 動 第 ３次 活 動

出典：家計調査

出典：社会生活基本調査
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社会保障給付費の推移と今後の見通し（全国）
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川 崎 市 の 被 保 護 世 帯 数 と 生 活 保 護 費 の 推 移
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福祉の現状と課題

川 崎 市 の 児 童 数 と 児 童 福 祉 費 の 推 移
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＊1973年～児童数、学級数は普通児童数、普通学級数です

＊1973年～児童数、学級数は普通児童数、普通学級数です

教育・文化の現状と課題①

川崎市立小学校児童数の推移と学校数の推移
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川崎市立小学校卒業者の進路状況の推移
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教育・文化の課題と現状②

川崎の主な民間芸術文化資源
（例：映画と音楽）

１つの・・・映画学校
２つの・・・音楽大学
３つの・・・シネマコンプレックス
４つの・・・市民オーケストラ

その他数多くの市内の芸術文化資源

市民館・分館の配置

こども文化センターの配置
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地域社会の現状と課題
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川崎市の家族世帯の類型

犯罪認知件数／人口１千人当たり

交通事故発生件数／人口１0万人当たり

救護等出場件数／人口1千人当たり
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(世帯) (％) (件)

(件)
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出典：川崎市民意識実態調査
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川崎市のごみ排出量と資源化率の推移

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

家庭ごみ 粗大ごみ 資源物 資源集団回収 事業系ごみ 資源化率

（トン） （％）

資源集団回収が1990年から開始のため、資源化率
の把握はそのときからとなっている。

ごみ非常事態宣言

川崎市の上水道　総配水量の推移
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生活環境の現状と課題
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川崎市の地目別地積による土地利用の変化

川崎市の住宅の所有関係別建築年数比率（1998年）

川崎市分譲マンション供給戸数及び棟数
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出典：川崎市統計書

出典：住宅・土地統計調査

出典：川崎市統計書

土地利用の現状と課題
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